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11
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

宇宙航空産業の最新技術や情報を発信する
見本市「東京国際航空宇宙産業展 2013」が 10
月２日から４日まで東京都内で開催され、視
察する機会がありました。
今、航空機産業は、世界的にも着実な市場
成長が見込まれる注目の分野で、製造には高
品質で数多くの部品を要することから、産業
のすそ野が広く、中小企業への波及効果も期
待できます。
こうした中で、安来市内５社と松江市内１
社の特殊鋼関連企業が 10 月１日、中小企業
グループ「ＳＵＳＡＮＯＯ（スサノオ）」を立
ち上げ、今回の産業展に出展されました。特
殊鋼の加工や材料試験など、各社が得意とす
る高水準の技術を生かし、一貫受託による航
空機産業への参入・販路拡大を目指そうとい
うものです。
一方、本年４月、日立金属株式会社を含む
重工業大手４社の共同出資により、岡山県倉
敷市に航空機部材メーカーが設立され、国内
では不可能とされてきた大型鍛造部品の製造
が可能となりました。航空機を国内生産する
展望が開けるとともに、市内でも日立金属安
来工場をはじめ、関連企業などが連携して、
航空機産業への参入に向け努力まい進されて
います。安来市においても、古代の製鉄技法
「たたら」から脈々と受け継がれてきたもの
づくりの精神と技術があり、航空機産業とい
う新たな段階に挑む姿があります。市内産業
のさらなる活性・発展を期待することはもと
より、その仕事に多くの市民が携わっている
ことに大きな誇りを感じています。
市としても、特殊鋼関連産業の振興のため、
在職者訓練の実施をはじめ、全面的な協力・
支援を図っていく考えです。

おそろいの黒い鎧に赤い陣羽織。自
慢の長槍を手にすれば、気分はすっか
り尼子武者。堂々と歩く姿は、４００人の
行列の中でもひと際目立っていまし
た。
・撮 影 日 ９月２９日
・撮影場所 広瀬町広瀬

（戦国尼子フェスティバル）

今月の表紙
「子ども武者りりしく」

安来から世界の空へ
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北北はは宮宮城城、、南南はは鹿鹿児児島島

風光明美な秋の中海護岸沿いを舞台に、

今年も全国から健脚を競うランナーが集います。

当日は、会場に特産品販売などのテント村が並

ぶほか、吹奏楽や和太鼓、地元バンドによる演奏など多

彩なイベントも盛りだくさん。お祭りムード満載のなか

うみマラソンで、心地よい汗を流してください。

●運行時間…【行き】7時より随時。
【帰り】11 時より 30 分間隔で 14 時まで。

５５３３００２２人人ががエエンントトリリーー

大会当日の交通規制・駐車場・シャトルバスについて

マラソンコースとなる道路は、９時から 12 時
40 分まで車両の通行ができません。ご迷惑を
お掛けしますが、ご理解ご協力をお願いします。

利用できる駐車場は下図のとおりです。
※利用できる時間は７時から 17 時まで。
※交通規制中、港湾駐車場①は９時 30 分から
12 時 40 分まで、港湾駐車場②は、10 時から 12
時 40 分までは、車の移動はできません。

福井工業団地駐車場から運行します。

■問い合わせ…なかうみマラソン全国大会大会事務局（地域振興課内）
℡２３‐３５００

第第９９回回 ななかかううみみママララソソンン
全全国国大大会会１１１１ ３３ いいよよいいよよ号号砲砲

シャトルバス

交通規制

駐 車 場８：２０～ オープニングライブ
８：３５～ ゲストトークショー
９：００～ 開会式
９：４０～ 競技スタート
１２：２０～ ゲストとじゃんけん大会

（抽選会）

１１月２日（前日）１３：００～１７：００
１１月３日（当日） ７：３０～ ９：００
※会場は、せんだん会駐車場
（和鋼博物館向かいイエローバス
ターミナル横）

月月 日日（（日日・・祝祝））
主会場：和鋼博物館前広場

主会場内のテント村には、食べ物か
らお土産まで、中海圏域の特産品販売
など３０ブースがずらり出店。
ランニングや応援した後のお楽しみ
として、ぜひ、お越しください。

セビリア世界陸上
女子マラソン銀メダル

市橋有里さん

大大会会日日程程ななどど

ゲスト

落語家
（安来市ふるさと大使）

桂 吉弥さん

大会日程

選手受付

テント村

３



戦国尼子フェスティバル華やかに開催

①噴煙あげる尼子鉄砲隊
の演武

②力強い剣舞を披露した
広瀬小学校の剣舞クラ
ブの子どもたち

③広瀬のまちに戦国絵巻
を再現した武者行列

④

①

②

⑤

⑥

９
月
２９
日
、
穏
や
か
な
秋
空
の
下
、
戦
国
大
名
・
尼
子
氏

の
居
城
が
あ
っ
た
広
瀬
町
で
、
第
６
回
戦
国
尼
子
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
５
年
に
一
度
、
尼
子
氏
の
子
孫
ら
が
、
祖

先
の
地
・
広
瀬
に
結
集
す
る
尼
子
一
族
全
国
集
会
に
合
わ
せ

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
月
山
富
田
城
を
拠
点
に
、
山
陰
・
山

陽
に
勢
力
を
広
げ
た
尼
子
武
士
ら
の
生
き
様
は
、
地
域
の
誇

り
と
し
て
住
民
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

往
時
の
栄
華
を
再
現
し
た
武
者
行
列
で
は
、
山
陰
両
県
、

滋
賀
・
兵
庫
・
山
口
県
か
ら
総
勢
４
０
０
人
が
集
結
し
、
鎧

姿
で
広
瀬
の
町
を
勇
壮
に
練
り
歩
い
た
ほ
か
、
メ
ー
ン
会
場

の
三
日
月
公
園
で
は
、
火
縄
銃
演
武
や
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
催
し
な
ど
が
行
わ
れ
、
詰
め
か
け
た
観
客
を
戦
国
ロ
マ
ン

へ
と
い
ざ
な
い
ま
し
た
。

⑦⑧

③
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五年に一度

④迫力ある和太鼓で会場を盛り上げ
た尼子太鼓
⑤⑥かわいらしい武者や忍者に扮し
た子どもたち
⑦武者を見ようと会場に詰めかけた
大勢の観客
⑧仇敵の毛利氏・大内氏から和睦の
書が届けられる演出の一場面
⑨大将役・近藤市長と姫役・シン
ガーソングライター六子さん
⑩圧巻！総勢４００人の鎧姿

⑨

⑩

市市民民でで創創るる演演劇劇「「立立てて！！鹿鹿介介」」

全国から 78人！尼子一族全国大集会

地地域域でで活活かかそそうう名名城城 月月山山富富田田城城跡跡

公
募
に
よ
る
市
民
ら
１５
人
が

出
演
し
た
市
民
参
加
型
演
劇

「
立
て
！
鹿
介
」
が
、
安
来
節

演
芸
館
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

物
語
は
尼
子
再
興
を
目
指
す

こ
う
づ
き

山
中
鹿
介
ら
の
上
月
城
で
の
二

日
間
を
描
い
た
も
の
。
出
演
者

は
迫
真
の
演
技
で
稽
古
の
成
果

を
披
露
し
、
観
客
か
ら
盛
大
な

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

熱熱弁弁をを振振るるうう滋滋賀賀県県立立大大学学のの
中中井井均均教教授授

山山頂頂ままでで一一気気にに駆駆けけるる幸幸盛盛祭祭

関連イベントも盛況！

尼
子
氏
家
臣
・
山
中
鹿
介
幸

と
う

盛
の
不
撓
不
屈
の
精
神
を
受
け

継
ご
う
と
月
山
を
舞
台
に
開
催

さ
れ
る
幸
盛
祭
。

山
頂
ま
で
走
る
鹿
介
マ
ラ
ソ

ン
の
ほ
か
、
歴
史
ガ
イ
ド
と
歩

く
鹿
介
ウ
オ
ー
ク
も
行
わ
れ
、

１
５
０
人
が
月
山
富
田
城
跡
を

巡
り
な
が
ら
鹿
介
を
し
の
び
ま

し
た
。

富
田
城
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
講
演
会
が
、
安

来
節
演
芸
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
中
井
教
授
は
、
貴
重

な
富
田
城
跡
を
住
民
と
行
政
、

研
究
者
が
一
体
と
な
り
、

歴
史
や
価
値
を
正
し
く

認
識
し
て
発
信
・
活
用

す
る
べ
き
な
ど
と
話
し

ま
し
た
。

安
来
節
演
芸
館
で
行
わ
れ
た
総

会
で
は
、
北
は
岩
手
県
盛
岡
市
か

ら
南
は
長
崎
県
川
棚
町
ま
で
の
尼

子
氏
の
子
孫
ら
７８
人
が
集
ま
り
、

今
後
の
活
動
方
針
や
次
回
開
催
を

平
成
３０
年
１０
月
と
す
る
こ
と
な
ど

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
、演
劇「
立
て
！
鹿
介
」

を
観
覧
し
、
祖
先
の
熱
い
思
い
に

涙
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

９／２１～２３

９／２９

９／２８

９／１４
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農
業
用
機
械
部
品
な
ど
の
製
造
販
売
を
手
掛
け
る
栄
精

機
株
式
会
社
（
本
社
名
古
屋
市
）
が
、
島
根
県
か
ら
立
地

計
画
の
認
定
を
受
け
て
、
同
社
の
主
力
工
場
で
あ
る
松
江

市
内
の
工
場
を
安
来
市
恵
乃
島
町
に
移
転
す
る
こ
と
が
決

ま
り
９
月
１２
日
、
島
根
県
庁
で
立
地
計
画
認
定
書
の
交
付

お
よ
び
覚
書
へ
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

栄
精
機
株
式
会
社
は
、
主
に
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
に
対

す
る
機
械
部
品
の
供
給
と
、
独
自
開
発
の
無
洗
米
精
米
機

な
ど
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
２１
年
に
松
江
市

内
に
島
根
工
場
を
開
設
し
、
同
社
の
主
力
工
場
と
し
て
操

業
し
て
い
ま
す
。

今
回
認
定
を
受
け
た
立
地
計
画
は
、
同
社
の
生
産
力
お

よ
び
開
発
能
力
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
た
め
の
設
備
増

強
と
な
っ
て
お
り
、
本
年
１２
月
に
操
業
開
始
予
定
で
、
操

業
開
始
後
３
年
間
で
１０
人

の
新
規
雇
用
も
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
安
来
市
で
は
、
企
業
の

設
備
投
資
や
雇
用
増
大
を

図
る
た
め
の
支
援
策
と
し

て
、
今
年
度
、
新
た
に
助

成
制
度
（
安
来
市
企
業
立

地
促
進
奨
励
金
）
を
創
設

し
て
お
り
、
今
回
の
立
地

計
画
が
初
の
適
用
案
件
と

な
り
ま
す
。

市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ

い
て
考
え
る
連
続
講
座
「
に
ぎ
わ

う
ま
ち
・
安
来
宣
言
！
」
の
第
１

回
が
９
月
１４
日
、
安
来
商
工
会
議

所
で
開
催
し
、
市
民
ら
約
３０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

市
と
安
来
商
工
会
議
所
の
連
携
に
よ
り

実
施
す
る
講
座
で
、
中
心
市
街
地
地
活
性

化
を
実
現
す
る
た
め
の
事
業
計
画
づ
く
り

や
、
人
材
育
成
お
よ
び
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
グ
ル
ー
プ
を
結
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
１１
月
ま
で
５
回
開
催
す
る
予
定
で

す
。第

１
回
は
、
江
津
市
で
商
店
街
の
活
性

化
に
取
り
組
む
藤
田
貴
子
さ
ん
の
講
演
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

栄栄精精機機株株式式会会社社とと
企企業業立立地地にに関関すするる覚覚書書をを調調印印

安安来来市市内内にに工工場場をを移移転転

中中心心市市街街地地活活性性化化ににつついいてて考考ええるる
連連続続講講座座ススタターートト

課課題題・・解解決決策策ににつついいてて市市民民ららがが意意見見交交換換

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを
お伝えします

調印式の様子。（写真左から、溝口知事、栄精
機株式会社の菱田浩亘社長、近藤市長）

（
右
）
若
者
の
力
を
取
り

込
ん
だ
中
心
市
街
活
性
化

へ
の
取
り
組
み
事
例
を
紹

介
す
る
藤
田
さ
ん
。

（
上
）「
安
来
の
良
い
と

こ
自
慢
」
と
題
し
て
意
見

を
交
わ
す
参
加
者
。

６



災
害
時
に
備
え
た
連
携
強
化
や
防
災

技
術
向
上
な
ど
を
目
的
に
１０
月
５
日
、

安
来
港
周
辺
で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
、
防
災
関
係
機
関
や
地
域
の
自
主
防

災
組
織
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
島
根
県
東
部
を
震
源
と
す

る
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
、
安
来

町
周
辺
で
大
き
な
被
害
が
出
た
こ
と
を

想
定
し
て
実
施
。
人
命
救
助
や
火
災
対

応
、
物
資
の
補
給
な
ど
の
対
応
訓
練
に

臨
み
、
こ
の
う
ち
自
主
防
災
組
織
の
皆

さ
ん
は
、
初
期
消
火
や
応
急
担
架
の
作

成
な
ど
、
緊
急
時
に
即
し
た
模
擬
訓
練

に
取
り
組
み
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に

役
立
て
ま
し
た
。７

月
２８
日
の
大
雨
に
よ

り
、
甚
大
な
被
害
に
見
舞

わ
れ
た
津
和
野
町
に
、
土

木
建
設
課
の
職
員
２
人

（
写
真
右
か
ら
２
、
３
人

目
）
を
派
遣
し
ま
し
た
。

要
請
に
応
じ
て
派
遣
を

す
る
も
の
で
、
９
月
１７
日

か
ら
２２
日
ま
で
現
地
に
滞

在
し
、
災
害
復
旧
業
務
の

支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

１
泊
２
日
の
農
業
・
田
舎
暮
ら
し
体
験

を
通
し
て
安
来
市
を
知
っ
て
も
ら
い
、
将

来
、
就
農
・
定
住
を
考
え
て
も
ら
う
き
っ

か
け
づ
く
り
の
場
を
提
供
す
る
、
ア
グ
リ

体
験
セ
ミ
ナ
ー
を
１０
月
５
日
・
６
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
農
業
・
田
舎
暮
ら
し
に
関

心
の
あ
る
県
外
在
住
の
８
人
が
参
加
し
、

コ
マ
ツ
ナ
の
収
穫
・
出
荷
調
整
・
種
ま
き

な
ど
の
農
作
業
体
験
や
住
宅
見
学
を
し
た

ほ
か
、
地
元
比
田
地
区
の
住
民
・
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
者
な
ど
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
安
来
地
域
担
い
手
育
成

総
合
支
援
協
議
会
（
安
来
市
、
Ｊ
Ａ
や
す

ぎ
、
島
根
県
東
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
な

ど
１１
団
体
で
構
成
）
が
ふ
る
さ
と
島
根
定

住
財
団
の
「
し
ま
ね
暮
ら
し
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
事
業
を
活
用
し
、
平
成
２２
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

災災害害にに強強いいままちちづづくくりりをを進進めめまますす

ＵＵＩＩタターーンン就就農農者者のの確確保保をを目目指指ししまますす

アアググリリ体体験験セセミミナナーー iinn ややすすぎぎ
県県外外在在住住８８人人がが農農業業・・田田舎舎暮暮ららしし体体験験

安安来来市市総総合合防防災災訓訓練練をを
実実施施ししままししたた

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
訓
練
に
取
り

組
む
参
加
者
。

出発前の職員に対し、近藤市長が「安来市
の代表として、津和野町の助けになってく
ださい」と激励しました。

津津和和野野町町へへ職職員員派派遣遣

イチゴの成長を促すため、古い葉を
取る「葉かき」の作業を体験する参
加者。

災災害害復復旧旧業業務務をを支支援援
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７
月
３０
日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
の
４
日
間
、
市
内
の
中

学
生
８
人
が
韓
国
の
姉
妹
都
市
・
密
陽
市
や
ソ
ウ
ル
を
訪

問
し
ま
し
た
。
密
陽
市
で
は
、
地
元
の
中
学
生
９
人
と
と

も
に
、
市
内
観
光
や
氷
谷
渓
谷
の
登
山
体
験
、
演
劇
鑑
賞

な
ど
を
通
し
て
交
流
。
異
国
の
言
葉
を
前
に
、
身
振
り
手

振
り
、
片
言
の
英
語
、
携
帯
電
話
の
翻
訳
機
能
を
使
い
な

が
ら
意
思
疎
通
を
図
り
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
安
来
市
姉
妹
都
市
国
際
交
流
推
進
協
議

会
が
、
国
際
感
覚
を
持
っ
た
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、

中
学
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
海
外
派
遣
事
業
で
す
。

交 国

流 際

国
境
を
越
え
た
「
友
情
の
輪
」
新
た
に

安来市青少年
海外派遣事業

ミ
リ
ア
ン

中
学
生
８
人
が
密
陽
市
を
訪
問

●

日本

東京

直線距離なら
東京よりも近い “密陽市 ”

安来市
●

密陽市

釜山
●
●

韓国中
学
生
も
訪
れ
た
「
密
陽
の
三
大
神
秘
」
２
カ
所
を
紹
介

仲
間
が
増
え
た
喜
び

１
年
振
り
の
再
開

参参加加ししたた８８人人のの皆皆ささんんにに
帰帰国国後後、、感感想想をを聞聞ききままししたた！！

ひかり

増本 光さん
（第一中学校３年）

山本 菜月さん
（第一中学校３年）

ピ
ョ
チ
ュ
ン

●
表
忠
碑
閣

オ
ル
ム
ゴ
ル

●
氷
谷
渓
谷

「
汗
を
か
く
石
碑
」
と
も
呼

ば
れ
、
昔
か
ら
国
に
重
大
な
吉

凶
事
が
起
こ
る
前
後
に
、
碑
面

か
ら
水
滴
が
流
れ
出
る
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ヤ
ク

載
薬
山
（
標
高
１
１
８
９

㍍
）
の
中
腹
に
あ
り
、
真
夏

な
の
に
氷
が
張
り
、
暑
さ
が

和
ら
ぐ
こ
ろ
に
氷
が
解
け
る

不
思
議
な
場
所
で
す
。

密
陽
市
の
中
学
生
た
ち
に

お
土
産
の
「
ミ
サ
ン
ガ
」
を

手
渡
す
と
、
喜
ん
で
す
ぐ
に

着
け
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
で
密
陽
市
の

中
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
一
緒

に
参
加
し
た
仲
間
と
も
交
流

が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目

の
参
加
で
し
た
。

密
陽
市
の
中
学
生
の
中
に

も
昨
年
参
加
し
た
人
が
い
て

私
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く

れ
た
こ
と
が
、
す
ご
く
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

涼を求め、多くの人が
訪れる氷谷渓谷。
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やすぎ月の輪まつり
の開催にあわせ、８月 13
日から 15 日までの３日

チャンソン ギ

間、密陽市から張 成基
安全行政局長（写真）
をはじめとする訪問団
６人を招待しました。
張局長は、「安来市と

は多様な分野で信頼と友情を積み重ねて来ま
した。こうした交流実績を踏まえ、今後は、
行政主体の交流ではなく、市民が自ら主体と
なって交流を促進できるように、両市で努力
していきたい」と述べられました。

おおむね 10 人以上の団体・グループなどを
対象に、韓国（密陽市）の概要や伝統、食文化、
観光地や日常生活などについて紹介します。
詳細は、市民参画課までお問い合せください。

原則、平日９時～17 時までの間の２時間以
内。会場は、申請団体でご用意願います。

開催日の 20 日前までに、市民参画課まで直
接お申し込みください。

交
流
は
言
葉
じ
ゃ
な
い

経
験
を
将
来
に
つ
な
げ
て

ト
・
マ
ン
ナ
ヨ
（
ま
た
ね
）

国国際際交交流流ををももっっとと身身近近にに

勝部 みなみさん
（第三中学校３年）

と う こ

岩田 憧虹さん
（広瀬中学校３年）

あ み

西田 夏美さん
（広瀬中学校３年）

国
や
文
化
、言
語
が
異
な
っ

て
い
て
も
大
切
な
こ
と
は
日

本
人
同
士
と
全
く
同
じ
で
、

お
互
い
の
気
持
ち
を
分
か
り

合
っ
て
親
し
く
な
り
た
い
と

思
う
気
持
ち
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

今
回
の
経
験
が
自
分
の
進

路
や
将
来
の
夢
に
つ
な
が
る

よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
修
の
思
い
出
を

家
族
や
友
達
に
も
た
く
さ
ん

話
を
し
て
、
韓
国
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

密
陽
市
で
の
交
流
は
、
一

日
と
短
い
も
の
で
し
た
が
、

別
れ
る
時
は
本
当
に
つ
ら

か
っ
た
で
す
。

私
は
、「
ト
・
マ
ン
ナ
ヨ

（
ま
た
ね
）」
と
言
っ
て
別

れ
ま
し
た
。
最
高
の
友
達
が

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

を始めました

意
思
疎
通
の
大
切
さ

自
分
の
成
長
を
感
じ
た

世
界
に
目
を
向
け
て

●問い合わせ
市民参画課 ℡２３‐３０６７

升田 ひらくさん
（広瀬中学校３年）

まい

渡部 舞さん
（伯太中学校３年）

けい

長谷川 馨さん
（伯太中学校３年）

座座講講

●開催日時・場所など

●申込方法

会
話
が
詰
ま
っ
た
時
の
沈

黙
が
嫌
い
で
し
た
。
相
手
を

傷
付
け
て
い
な
い
か
心
配

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
言
葉
が
通
じ
な

い
時
で
も
、
相
手
の
顔
の
表

情
か
ら
様
子
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

反
日
感
情
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
た
の
で
不
安
で
し
た
が
、

触
れ
合
っ
て
み
る
と
気
さ
く

さ
や
優
し
さ
、
明
る
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
異
国
の
地
で
、

い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
や
普
段
と
は
違
う
新

た
な
発
見
に
よ
り
、
視
野
が

広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
の
外
国
で
、
同
年

代
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た
こ
と

が
一
番
良
か
っ
た
で
す
。

今
回
の
交
流
体
験
を
通
し

て
、
韓
国
だ
け
で
な
く
他
国

に
も
目
を
向
け
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。

前前出出韓国についての
（密陽市）
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安
来
市
の
今
後
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
３
千
世
帯
を
抽
出
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
結
果
、
１
３
１
０
世
帯
（
回
収
率
４３
・
７
％
）
か
ら
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
調
査
結
果
の
一
部
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
交
通
不
便
地
区
な
ど
か
ら
も
分
析
に
有
効
な
回
答
数
を
得
る
た
め
、

自
治
会
ご
と
に
一
定
の
配
布
部
数
を
設
定
し
、
そ
の
中
で
調
査
対
象

を
無
作
為
に
抽
出
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
高
齢
者
や
運
転
免
許
証
を

持
っ
て
い
な
い
な
ど
、
普
段
か
ら
公
共
交
通
が
必
要
な
人
の
交
通
実

態
を
把
握
す
る
た
め
、
回
答
は
、
世
帯
員
の
う
ち
、
高
齢
者
の
人
な
ど

を
優
先
し
て
ご
記
入
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

安来市の公共交通に関すするるアアンンケケーートト調調査査結結果果

イエローバスの利用目的としては、通院や買い物といった目的が多
くなっています。

■イエローバスを月に何回くらい利用しますか？
また、利用目的は？

多くの人が自動車を
利用していますが、
イエローバスも２９．２
％の人が利用すると
回答しました。

■ふだん利用する交通機関は何ですか？

８０％

６２．７％

６０％

６０％

５０．３％

３９．２％

２９．２％

３８．７％

４０％

２４．２％

４０％

回答数：３８０ ※複数回答

１４．７％

８．６％

２０％

回答数：１，１５８
※１カ月当たりの利用頻度

５．４％

４．３％

０．５％

５．３％

２０％

１１．6％

０％

自動車（自分で運転）

イエローバス

自動車（送迎）

タクシー

鉄道

自二・原付

イエローバス以外の路線バス

シニアカー

その他

０％

回答数：１，２９３
※複数回答

通院

買い物

通勤・通学

その他

１０



安安来来市市のの公公共共交交通通にに関関するアンケート調査結果

○午前中に通院するとき、帰宅する
ための便が午後しかなく不便です。
昼前の便も運行してほしいです。
（80 歳代男性）

○高齢者のために病院直通バスの運
行を考えていくべきだと思います。
（60 歳代女性） など

イエローバスでの通院に関し、次の
ようなご意見が寄せられました。

ここでは、各地区の 65 歳以上の人が、主に利用すると回答した医療機関（図１）、商業施設
（図２）の所在地を矢印で示しています。

通院では、医療機関の集ま
る安来地区や市立病院のあ
る広瀬地区への移動が多く
なっています。

買い物目的での移動先

■あなたがよく利用する医療機関・商業施設はどこですか？

シリーズ ～公共交通を考える④～

図２

通院目的での移動先

イエローバスでの買い物に関し、次の
ようなご意見が寄せられました。

○高齢になり、買い物の荷物を
持って歩くのが大変です。家
の前までバスが通ると便利で
す。（70 歳代女性）

○勤務が終わって買い物に行っ
ても、帰る便がないので利用
しにくいです。（60 歳代男性）

など

買い物では、市内全域から商
業施設の集まる安来地区への
移動が多くなっています。

図１

次
の
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。

１１



シリーズ～公共交通を考える④～ 安来市の公共交通に関するアンケート調査結果

■今後の安来市の公共交通政策について、どのように取り組むべきだと思いますか？

現状並みの市の負担で、適宜改善を加えながら現状程度のサービスを維持するべき

行政・交通事業者が主体となり、地域住民も積極的に参加して考えていくべき

回答数：１，２０１

回答数：１，１８２

回答数：１，１２０

今以上に市の負担を増やして、バスのサービスを充実するべき

バスのサービスが低下しても、今より市の負担を減らすべき
わからない
その他

行政や交通事業者が考えるべき

地域住民が主体となって考え、行政や交通事業者はそれに協力するべき
わからない

■今後のバスのサービス基準と経費負担について、どのようにお考えですか？

■地域のバスを将来まで残していくために、バスを利用しようと思いますか？

満足１０．０ やや満足５．０ どちらでもない０．０ やや不満―５．０ 不満―１０．０ ※円の外にいくほど満足度が高い項目です

一乗車 200円という「料
金」への満足度が高くな
りました。一方、「ダイ
ヤ」や「運行本数」、「バ
ス停の待合環境」といっ
た項目で満足度が低く
なっています。

「現状並みの市の負担で、適宜改善を加えながら、現状程度のサービスを維持するべき」との
回答が 62.8%と半数を超えました。

地域住民の積極的参加を支持する回答が、76.5%と 8割近くに達しました。

地域のバスを将来まで残すため、77．８％の人が「少しでも地域のバスを利用しようと思う」
と回答しています。

イエローバスの利用者
回答数：３６９
全体
回答数：８３０

少しでも地域のバスを利用しようと思う

■イエローバスのサービスに満足していますか？

バスを利用しようと思わない

日常の移動や公共交通についてご意見をお寄せください。
●問い合わせ…市民参画課 ℡２３‐３０６９ FAX２３‐３１５５

その他

１００％

１００％

１００％

５．１％

１．５％

２２．２％

１６．１％

１７．７％

８０％

８０％

８０％

１４．９％

８．４％

６０％

６０％

６０％

４０％

４０％

４０％

７７．８％

６２．８％

６１．６％

２０％

２０％

２０％

５．９％

６．０％

０％

０％

０％

１２



水
道
水
の
供
給
や
施
設
の
維
持
管

理
を
行
う
収
益
的
収
支
は
、
給
水
人

口
の
減
少
す
る
中
、
大
口
使
用
者
の

給
水
量
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
給
水

収
益
は
１
３
５
万
円
の
微
増
と
な

り
、
受
託
工
事
収
益
の
増
な
ど
と
あ

わ
せ
、
収
入
は
前
年
度
比
１
・
７
％

（
１
０
０
７
万
円
）
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
支
出
は
、
経
費
の
節
減
と
効

率
化
、
事
業
の
計
画
的
実
施
に
取
り

組
み
ま
し
た
が
、
工
事
に
よ
る
資
産

減
耗
費
（
資
産
の
用
途
廃
止
）
の
増

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
３
・
７
％

（
２
０
９
５
万
円
）増
と
な
り
し
た
。

施
設
の
改
良
工
事
な
ど
を
行
う
資

本
的
収
支
は
、
約
１
億
７
７
３
９
万

円
の
資
金
不
足
を
損
益
勘
定
留
保
資

金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

人
口
の
減
少
や
節
水
型
生
活
様
式

の
浸
透
な
ど
に
よ
り
、
水
需
要
は
今

後
と
も
減
少
す
る
も
の
と
予
測
し
て

い
ま
す
。
ま
た
更
新
時
期
を
迎
え
る

水
道
施
設
や
膨
大
な
管
路
網
の
維
持

管
理
費
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
一
層
の
経
営
の
合
理
化
・

効
率
化
を
進
め
、
平
成
２２
年
度
に
策

定
し
た
「
安
来
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
安
全
・
安
心

で
安
定
し
た
水
道
」
の
実
現
を
目
指

し
、事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

水
道
管
理
課

℡
２３‐

２
０
２
０

（対前年度比１．７％増）
水道使用料金
下水道工事などに伴う水道管移転工事負担金など
手数料、その他雑収入
加入者分担金など

（対前年度比３．７％増）

施設整備のための借入金に対する利息
修繕費、動力費など
県から購入した水の代金
減価償却費、受託工事費など

施設の改修資金や企業債を償還する資金
などとして積み立てます

９５１２万円
５６１１万円
５０５２万円

１億２１９７万円
２億５６４５万円

収入（①） ６億 ８９５万円
５億６７６２万円
１８５６万円
１１８１万円
１０９６万円

支出（②） ５億８０１７万円

純利益（①－②） ２８７８万円

人件費など
支払利息
維持管理費
受水費
その他の費用

給水収益
受託工事収益
その他営業収益
営業外収益収

益
的
収
支

企業債、補助金、工事負担金、出資金、貸付金返還金

建設改良費、企業債償還金、投資

不足額は当年度損益勘定留保資金などで補てん

１億８０６８万円

３億５８０７万円

１億７７３９万円

収入（③）

支出（④）

不足額（③－④）

資
本
的
収
支

決算
平成２４年度

水水
道道
事事
業業
会会
計計収益的収入…１.７％増

収益的支出…３.７％増

純利益…２，８７８万円

水
道
事
業
は
、
給
水
人
口
５
千
１
人
以
上

の
水
道
事
業
会
計
（
安
来
地
域
、
広
瀬
地
域

の
一
部
）
と
、
給
水
人
口
５
千
人
以
下
の
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
伯
太
地
域
、
広
瀬
地
域
の

一
部
）
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
内
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
企
業
会
計

方
式
で
運
営
す
る
、
水
道
事
業
会
計
の
決
算
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成２４年度水道事業会計決算状況

※詳しくは、市のホームページをご覧ください。

当
年
度
に
実
施
し
た
整
備
事
業

▼
清
水
町
、
飯
島
町
、
本
町
、
八
幡
町
Ｊ
Ｒ
高
架
下
な
ど

の
老
朽
管
更
新
事
業

▼
新
十
神
町
、
広
瀬
町
町
帳
、
飯

梨
町
〜
植
田
町
、
大
橋
東
通
な
ど
の
配
水
管
改
良
工
事

▼
川
平
富
田
間
導
・
送
水
管
整
備
工
事
、
矢
田
水
源
地
原

水
ポ
ン
プ
取
替
工
事
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平
成
２４
年
度
に
安
来
市
が
実
施
し

た
「
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
」
で
は
、
女
性
が
差
別
や
人
権
侵

害
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
る
場
面
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
（
表
１
）、
女
性
に

対
す
る
暴
力
に
あ
た
る
「
家
庭
内
で

の
家
族
の
発
言
や
暴
力
」、「
職
場
で

の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
性
的
な
い
や
が
ら
せ
）」
な
ど
を

選
ぶ
人
が
、
前
回
の
調
査
よ
り
１
・

７
倍
〜
２
倍
に
増
え
て
お
り
、
女
性

に
対
す
る
人
権
問
題
と
認
識
す
る
人

の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

表
１
で
「
職
場
で
の
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
を
選
ん

だ
人
は
、
２０
歳
代
で
最
も
多
く
、

５３
・
３
％
の
人
が
、
女
性
に
対
す
る

人
権
問
題
と
し
て
選
ん
で
い
ま
す

（
表
２
）。
２０
歳
代
と
他
の
年
代
と

の
間
で
は
大
き
な
開
き
が
あ
り
、
問

題
意
識
に
差
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は

啓
発
活
動
を
重
ね
、
個
々
の
意
識
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

「女性に対する暴力を
なくす運動」期間です

１１月１２日～１１月２５日は

女女性性のの 1100 人人にに１１人人がが「「配配偶偶者者かからら暴暴力力」」をを受受けけ、、
悩悩みみ苦苦ししんんででいいまますす

「
職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

～人権に関する市民意識調査からみる「女性の人権」～

暴
力
は
、
加
害
者
と
被
害
者
の
間
柄
、
性
別
な
ど
に
か
か
わ

ら
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」、

「
性
犯
罪
」、「
売
買
春
」、「
人
身
取
引
」、「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」、「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
」
な
ど
、
女
性
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
形
成
し
て
い
く
上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

２６．７％

「
女
性
に
関
す
る
人
権
上
の
問
題
」

平成２４年度調査
平成１９年度調査

５３．３％

あなたは、どのような場面で、女性が差別されたり人権
侵害を受けたりしていると感じますか。（複数回答可）

表１の設問で「職場でのセクシュアルハラスメント」を
選んだ人の年代別割合

２２．８％

２２．８％

職場でのセクシュアル・ハラスメント
（性的いやがらせ）

女性に関する人権上の問題

１５．５％

１３．３％

１１．５％

３０．０％

２４．６％
１６．７％

１４．０％

職場でのセクシュアルハラスメント
（性的いやがらせ）

売買春やヌード写真などに見られる
性の商品化

１３．２％

家庭内での家族の発言や暴力

（表１）

（表２）

７０歳代
６０歳代
５０歳代
４０歳代
３０歳代
２０歳代
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表
１
で
「
家
庭
内
で
の
家
族
の
発

言
や
暴
力
」
を
選
ん
だ
人
は
、
７０
歳

代
が
３４
・
８
％
と
最
も
多
く
、
２０
歳

代
、
３０
歳
代
と
続
い
て
い
ま
す
。
高

齢
の
人
と
若
い
人
が
選
ん
で
い
る
の

が
特
徴
で
す
（
表
３
）。

●
家
族
か
ら
受
け
る
暴
力
的
な
行

為
に
は
、
配
偶
者
か
ら
受
け
る
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
※
左
表
）も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

犯
罪
に
該
当
す
る
場
合
も
あ
る
重
大

な
人
権
侵
害
で
、
被
害
を
受
け
る
側

は
女
性
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

Ｄ
Ｖ
は
、
家
庭
内
で
行
わ
れ
、
被

害
者
も
助
け
を
求
め
る
こ
と
を
た
め

ら
う
こ
と
か
ら
、「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」

で
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
受
け

て
い
る
人
を
発
見
し
た
人
は
、
警
察

ま
た
は
相
談
窓
口
に
通
報
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口
で
は
、
暴
力
に
対
す
る

相
談
、
被
害
者
の
心
身
を
健
康
に
す

る
た
め
の
援
助
、
被
害
者
と
家
族
の

保
護
、就
業
の
促
進
、住
宅
の
確
保
、

生
活
保
護
な
ど
福
祉
制
度
の
利
用
、

母
子
生
活
支
援
施
設
な
ど
の
社
会
福

祉
施
設
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
、
必

要
な
情
報
提
供
や
助
言
、
関
係
団
体

と
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

あ
な
た
や
身
近
な
人
が
、
も
し
Ｄ

Ｖ
に
悩
ん
で
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
各
相
談
窓
口
に
相
談
く
だ
さ
い
。

「
夫
が
妻
よ
り
上
」だ
と
か
、「
家

族
だ
か
ら
何
を
し
て
も
許
さ
れ

る
」と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、「
男

女
は
平
等
」、「
夫
婦
は
平
等
」
と

い
う
考
え
を
、
広
く
根
付
か
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
人
一

人
が
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
に

も
起
こ
り
う
る
身
近
な
問
題
と
し

て
、
こ
の
運
動
期
間
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

精神的暴力

無視する、罵声を浴びせ
る、脅迫する、悪口を言
う、長時間説教するなど。

性的暴力

いやがっているのにアダ
ルトビデオやヌード写真
をみせる、性行為を強要
する、中絶を強要する、
避妊に協力しないなど。

※子どもがいる夫婦間の
ＤＶは、子どもの精神的
な安定や心の成長に深刻
な影響を与えることか
ら、児童虐待にも相当し
ます。

身体的暴力

殴る、蹴る、突き飛ばす、
髪をひっぱる、刃物など
の凶器を体に突き付け
る、物を投げつける、首
を絞めるなど。

経済的暴力

生活費を渡さない、お金
の使い方を細かく監視す
る、外で働くことを妨げ
る、借金をさせるなど。

社会的暴力

行動を監視する、手紙・
電話・携帯電話などを
チェックする、友人や親
類とのつきあいを制限す
るなど。

相相談談時時間間
㈪～㈮（祝日、年末年始を除く）
８：３０～１７：１５
毎日（祝日、年末年始を除く）
８：３０～１７：００
㈪～㈮（祝日、年末年始を除く）
８：３０～１７：１５

１１月１８日㈪～２２日㈮ ８：３０～１９：００
１１月２３日㈯～２４日㈰ １０：００～１７：００

電電話話番番号号
℡２３‐３２１０
℡２３‐３０９５

℡０８５２‐２５‐８０７１

℡０５７０‐０７０‐８１０
（ゼロゼロナナのハートライン）

名名 称称
安来市福祉課

人権施策推進課

島根県女性相談センター

女性の人権ホットライン

（全国一斉強化週間）

３４．８％

「
家
庭
内
で
の
家
族
の
発
言
や
暴
力
」

表１の設問で「家庭内での家族の発言や暴力」を選んだ
人の年代別割合

Ｄ
Ｖ
を
な
く
す
た
め
に

家庭内での家族の発言や暴力

２６．７％

２５．６％

２０．８％

１６．０％

１３．８％

相

談

窓

口

（表３）

７０歳代

６０歳代

５０歳代

４０歳代

３０歳代

２０歳代

配偶者や元配偶者、恋人など親密な関係の間で起
こる暴力。「暴力」とは身体的暴力だけではなく、
次のようにさまざまな形態があります。

ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）

●ＤＶの種類（形態）

●
問
い
合
わ
せ

人
権
施
策
推
進
課

℡
２３‐

３
０
９
５
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糖
尿
病
は
、
血
液
中
の
血
糖
値
が

高
く
な
る
病
気
で
す
。
糖
尿
病
の
恐

ろ
し
さ
は
自
覚
症
状
に
乏
し
く
治
療

に
つ
な
が
り
に
く
い
た
め
、
長
年
放

置
す
る
こ
と
で
重
大
な
合
併
症
を
引

き
起
こ
す
こ
と
で
す
。
症
状
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
特
に
手
足
の
し
び
れ

な
ど
の
神
経
障
害
、
視
力
が
弱
く
な

る
網
膜
症
、
尿
を
つ
く
る
機
能
が
低

下
す
る
腎
機
能
障
害
な
ど
が
糖
尿
病

特
有
の
三
大
合
併
症
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
症
に
よ
り
、
定
期
的
に
人
工

透
析
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
視
覚
障

害
を
起
こ
し
た
り
す
る
な
ど
、
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

糖
尿
病
を
判
断
す
る
血
糖
値
の
検

査
は
、
医
療
機
関
や
健
康
診
断
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
年
受
診

し
て
経
過
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

予
防
に
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
生
活
と
適
度
な
運
動
が
効
果

的
で
す
。
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

食事の量や内容を工夫しよう

日常生活で体を動かそう

歩数計で１日８千～１万歩を目標にすると
内臓脂肪の減少に効果的です。

生活習慣の見直し

□腹八分目を心がける。
□１日３食を規則正しく。夕食は軽めに。
□ゆっくりよく噛んで食べる。
□野菜のおかずをたっぷり食べる。
□揚げ物、外食の回数を減らす。
□間食の回数、量を減らす。
□酒の席・晩酌の回数、酒量を減らす。

□歩く距離を増やす。（ウオーキングをする）
□家事をこまめにする。

□体重や腹囲を定期的に測定する。
□禁煙する。
□ストレスをためない。

今
、
世
界
中
で
糖
尿
病
患
者
が
増
え
て
お
り
、
患
者
数
は
全
世
界
で

３
億
人
を
超
え
、
国
内
で
も
８
百
万
人
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
来
市
も
例
外
で
は
な
く
、
市
内
で
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
る
人
は

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
市
が
平
成
２３
年
に
行
っ
た
特
定
健
診
の
結
果
に

よ
る
と
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
な
け
れ
ば
糖
尿
病
に
な
る
可
能
性
が
高

い
人
（
特
定
保
健
指
導
基
準
値
を
超
え
た
人
）
は
、
受
診
者
全
体
の
６３

％
を
占
め
る
な
ど
、
身
近
な
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予防には
ウオーキングも

効果的！

できることから

はじめよう！

糖尿病をを
予予防防ししままししょょうう

糖尿病の予防や検診を呼び掛ける「世界糖尿病デー」の
日には、建物などをシンボルカラーの青色に光らせる
「ブルーライトアップ」が世界各地で開催されます。
この日をきっかけに糖尿病について考えてみませんか。

食生活

運 動

その他

１１月１４日は世界糖尿病デー

自
覚
症
状
の
少
な
い
病
気

■問問いい合合わわせせ……いいききいいきき健健康康課課
℡℡２２３３‐‐３３２２２２００

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

食べ過ぎず
栄養バランスの
とれた食生活を！
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安
来
・
松
江
・
奥
出
雲
の

３
地
域
の
住
民
や
周
辺
地
域

の
人
に
対
し
て
、
自
然
環
境

の
保
全
、
美
化
活
動
や
世
代

間
を
超
え
た
交
流
な
ど
に
関

す
る
事
業
を
行
い
、
活
力
の

あ
る
ま
ち
・
地
域
・
人
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
環
境
保
全
整
備
事
業

島
田
地
区
で
の
竹
や
ぶ
伐

採
整
備
や

各
地
域
で

の
森
林
保

全
活
動
。

▽
ふ
れ
あ
い
創
出
支
援
事
業

毎
年
春
・
秋
に
奥
出
雲
町

の
玉
峰
山
登
山
を
行
い
、
交

流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
玉
峰
山
登
山

開
催
日
時
…
１１
月
３
日
㈰

９
時
３０
分
〜

参
加
料
…
大
人
３
０
０
円
、

小
学
生
１
０
０
円
。

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す

▽
地
域
活
性
化
支
援
事
業

年
１
回
、
講
演
会
事
業
を

開
催
。（
今
年
は
「
比
婆
山

と
イ
ザ
ナ
ミ
命
の
世
界
」
を

開
催
）

▽
留
学
生
の
支
援
活
動
事
業

島
根
大
学
に
留
学
し
て
い

る
中
国
人
と
の
意
見
交
換
会

を
含
め
た
留
学
生
の
支
援
。

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

一
緒
に
活
動
し
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

宇
賀
荘
地
区
の
川
を
き
れ

い
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

魚
や
貝
を
採
っ
て
遊
べ
る
よ

う
、
そ
し
て
、
中
海
が
き
れ

い
に
な
る
よ
う
に
、
Ｅ
Ｍ
菌

（
有
用
微
生
物
群
）
を
使
っ

て
環
境
改
善
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を

中
心
に
宇
賀
荘
地
区
の
環
境

意
識
を
高
め
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
子
ど
も
た
ち
と
環
境
学
習

会
・
Ｅ
Ｍ
団
子
づ
く
り

毎
年
、
地
区
の
小
学
校
や

幼
稚
園
に
出
向
き
、
子
ど
も

た
ち
に
環
境
に
つ
い
て
の
学

習
会
や
Ｅ
Ｍ
菌
を
練
っ
た
団

子
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
河
川
へ
Ｅ
Ｍ
菌
の
投
入

年
２
回
、
宇
賀
荘
地
区
の

河
川
に
Ｅ
Ｍ
菌
の
活
性
液
や

活
性
液
を
練
り
込
ん
だ
団
子

を
投
入
し
ま
す
。

▽
無
農
薬
の
野
菜
作
り

小
学
校
前
の
畑
で
宇
賀
荘

小
学
校
の
児
童
た
ち
と
農

薬
・
科
学
肥
料
を
使
わ
な
い

野
菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

活
動
に
賛
同
し
て
く
だ
さ

る
方
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１１３３

●問い合わせ
やすぎボランティア団体ネットワーク
事務局 （市民参画課内） ℡２３‐３０６７

ま
ち
・
地
域
・
人
づ
く
り

未
来
に
残
す
き
れ
い
な
川

１１４４

皆さんに利活用していただくため、
ネットワークに加盟する団体をシリーズ
で紹介しています。

ＦＩＬＥ

ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人

祥祥
雲雲
のの
会会

宇宇
賀賀
荘荘
ＥＥ
ＭＭ
エエ
ココ
クク
ララ
ブブ

ＦＩＬＥ

７

幼稚園の子どもたちとEM
団子を河川に投入

やすぎ

ボランティア団体
ネットワーク

竹竹のの伐伐採採作作業業

●
問
い
合
わ
せ

会
長

山
本
万
里
子

℡
０
９
０‐

７
９
９

２‐

３
０
７
１

●
問
い
合
わ
せ

理
事
長

倉
井

毅

℡
３２‐

２
１
９
５
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放
送
は
、
定
時
放
送
と
臨
時
放
送

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
定
時
放
送

は
毎
日
１２
時
２０
分
と
１９
時
４５
分
の
２

回
実
施
し
て
い
ま
す
。
１９
時
４５
分
の

放
送
は
お
昼
の
再
放
送
で
す
。

臨
時
放
送
は
、
各
部
署
か

ら
随
時
放
送
し
ま
す
。
各
庁

舎
や
警
察
署
な
ど
複
数
の
場

所
か
ら
随
時
放
送
が
可
能
な

た
め
、
複
数
の
場
所
か
ら
同

時
に
放
送
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
放
送
が
重
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
告
知

端
末
は
放
送
さ
れ
た
場
所
な

ど
か
ら
判
断
し
て
、
重
要
度

の
高
い
放
送
を
優
先
的
に
放

送
し
ま
す
。
こ
の
割
り
込
み

が
発
生
し
た
場
合
、
優
先
順

位
の
低
い
放
送
は
中
断
し
ま

す
。
中
断
し
た
放
送
は
時
間
を
ず
ら

し
て
再
開
し
ま
す
。

放
送
者
が
生
命
や
財
産
に
危
険
が

迫
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
、「
緊

急
放
送
」
を
行
い
ま
す
。
緊
急
ラ
ン

プ
が
点
滅
し
、
各
戸
の
音
量
設
定
に

か
か
わ
ら
ず
最
大
音
量
で
放
送
が
流

れ
ま
す
。
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
、

適
切
な
判
断
の
も
と
、
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。

通
常
、
行
政
告
知
端
末
は
コ
ン
セ

ン
ト
に
接
続
し
て
使
用
し
て
い
ま
す

が
、
乾
電
池
を
入
れ
て
お
く
こ
と

で
、
停
電
時
で
も
放
送
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
必
要
な
乾
電
池
は
単

三
形
４
本
で
す
。

こ
の
乾
電
池
は
停
電
が
な
く
て
も

約
１
年
で
空
に
な
り
、
電
池
が
空
の

状
態
に
近
づ
く
と
告
知
端
末
の
電
源

ラ
ン
プ
が
点
滅
し
ま
す
。
こ
の
電
源

ラ
ン
プ
で
電
池
の
状
態
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
新
品
の
乾
電
池
と
交
換
し

て
く
だ
さ
い
。
空
の
乾
電
池
を
長
期

間
入
れ
た
ま
ま
に
す
る
と
、
故
障
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

行行
政政
告告
知知
端端
末末
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
停
電
時
用
に

電
池
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

《
電
池
カ
バ
ー
の

取
り
外
し
方
》

①
親
指
で
カ
バ
ー
の

下
部
を
押
さ
え
ま
す

市
で
は
、
各
家
庭
に
設
置
の
行
政
告

知
端
末
機
に
よ
り
、
防
災
情
報
を
は
じ

め
と
し
た
行
政
情
報
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
お
知
ら
せ
、
災
害
情
報
な
ど
を

音
声
放
送
し
て
い
ま
す
。
万
が
一
の
と

き
に
あ
わ
て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
告

知
端
末
の
機
能
、
乾
電
池
の
有
無
に
つ

い
て
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

放
送
の
種
類
と
優
先
順
位

Ｊ－ＡＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム）
国から送信された津波警報、緊急地震速報、弾道ミサイル
発射情報等といった、対処に時間的余裕のない事態に関す
る緊急情報を瞬時に送信する警報システム

②
押
さ
え
た
ま
ま
カ
バ
ー
の
上
部

を
手
前
に
引
き
ま
す
。

高

低低

優
先
順
位

J-ALERT（ジェイアラート）からの放送

消防広瀬分署・伯太分署からの放送

消防本部からの放送

市役所・警察署からの放送

どじょっこテレビからの放送

定時放送

交流センターからの放送

告知端末放送の優先順位

※
強
引
に
引
っ
張
っ
た
り
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
乾
電
池
の
「
＋
」
と
「
－
」
は

正
し
く
入
れ
ま
し
ょ
う
。

臨

時

放

送

定
時
放
送
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告
知
端
末
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
き
ち

ん
と
差
し
ま
し
ょ
う
。
音
を
消
す
た

め
に
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
い
る

と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
重
要
な
情
報

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
音
が

大
き
く
感
じ
る
場
合
は
、
音
量
調
節

ボ
タ
ン
を
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
同
じ
放
送
が
繰
り
返
し
て

流
れ
る
場
合
は
、
リ
ピ
ー
ト
放
送
を

選
択
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の

で
、
選
局
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
他
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
し
て
く
だ
さ
い
。

契
約
解
除
等
に
よ
り
使
用
し
て
い

な
い
Ｄ‐

Ｏ
Ｎ
Ｕ
機
器
等
の
通
信
機

器
は
、
回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。該

当
す
る
人
に
は
、
ど
じ
ょ
っ
こ

テ
レ
ビ
か
ら
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、

回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〝
告
知
端
末
か
ら
音
声
が
流
れ
な

く
な
っ
た
〞
〝
ラ
ン
プ
が
全
部
消
え

た
〞
な
ど
告
知
端
末
の
調
子
が
お
か

し
い
と
感
じ
た
ら
、
ま
ず
次
の
こ
と

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
消
音
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

・
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
は
抜
け
て
い
ま

せ
ん
か
。

・
乾
電
池
の
残
量
は
あ
り
ま
す
か
。

◎
す
べ
て
正
常
な
場
合
、
次
の
操
作

を
試
し
て
く
だ
さ
い
。

①
乾
電
池
と
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜

い
て
し
ば
ら
く
待
ち
ま
す
。

②
コ
ン
セ
ン
ト
を
差
し
込
み
ま
す
。

③
選
局
ボ
タ
ン
を
押
し
、
リ
ピ
ー
ト

放
送
、
も
し
く
は
ラ
ジ
オ
が
流
れ

る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
上
、
ま
だ
状
態
が
改
善
し
な

い
場
合
は
、
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ

レ
ビ
ま
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

状態（動作）
点滅して緊急放送の受信を知らせます

点灯：電源が正しく入っています
点滅：乾電池が入っていない、もしく
は乾電池が切れそうです。乾電池を交
換してください。
点灯：放送受信中です。
点滅：同軸ケーブルが接続されていま
せん。
点灯：音声が消音になっています。
点灯：選局したチャンネルを放送中で
す。
※音量調整中は、音量の設定値を表し
ます。
複数ランプの早い点滅：機器異常で
す。どじょっこテレビに連絡してくだ
さい。
放送内容を選局できます。
１：リピート放送 ２：ＦＭ山陰
３：ＮＨＫ ＦＭ

ランプ等の種類
緊急ランプ

電源ランプ

お知らせ
ランプ

消音ランプ

１～８
ランプ

選局ボタン

①

②

③

④

⑤

⑥

告
知
端
末
の
調
子
が
お
か
し
い

な
と
思
っ
た
ら

●各家庭に設置されている行政告知端末

大
切
な
放
送
を

聞
き
の
が
さ
な
い
た
め
に

音量調整ボタン

告知端末各部の
名称と機能

通
信
機
器
（
※
Ｏ
Ｎ
Ｕ
）
の

回
収
に
つ
い
て

とも

点灯の場所と灯り方で
状態がわかるんだネ！

ランプの名称と状態

■
問
い
合
わ
せ

・
情
報
政
策
課

℡
２３‐

３
０
７
７

・
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ

テ
レ
ビ

℡
２２‐

５
０
５
０

※
Ｏ
Ｎ
Ｕ
（
光
回
線
終
端
装
置
）

各
家
庭
に
つ
な
が
る
光
フ
ァ
イ

バ
と
家
庭
に
入
れ
込
む
Ｌ
Ａ
Ｎ

ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
点
に
設
け
ら
れ

た
装
置
。
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９月 15 日の老人の日にちなんで、市では白寿（99
歳）を迎える市民の皆さんに記念品を贈呈し、長寿
をお祝いしています。
今年度の対象者は 25 人で、このうち、伯太町東
母里在住の稲田信子さん宅には９月 26 日に近藤市
長が伺い、お祝いを述べました。
稲田さんは、ショートステイを利用しながら、自
宅で穏やかに過ごされており、家の中では杖なしで
５～10 メートルほど歩かれるそうです。長寿の秘訣
を伺うと、すかさず「食べることです」とにっこり。
お魚よりもお肉を好んで食べていると話しました。

老若男女を問わず気軽に取り組むことのできる
競技、スポーツ吹矢の普及促進を目的に、「第１
回日本スポーツ吹矢山陰大会・体験会」が９月 22
日、観光交流プラザで開催されました。この大会
は、日本スポーツ吹矢協会安来支部（野崎ふしみ
支部長）の呼び掛けで実現したもので、島根・鳥
取両県の５支部の会員ら約 40 人が参加し、競技
を楽しみました。
スポーツ吹矢は、基本動作に腹式呼吸を取り入
れ、一連の動作を正しく行うことで、集中力が高
まるとともに、深い呼吸にもつながり、健康増進
に効果があるとされています。

２０



男性の自己啓発を後押しする「人間力発見講
座」（全３回）がはくた文化学習館で始まり、第
１回の９月 15 日は、防災をテーマに市内在住の
男性２９人が参加しました。
この講座は、男女共同参画の視点から男性の「防

ぢから

災力」「パパ力」「人間関係力」の向上を目的とし
ており、この日は東日本大震災で、約 2,500 人が
身を寄せた福島県内の避難所で責任者を務めた天
野和彦さん（福島大学特任准教授）が、被災時の
状況や避難所での出来事などを講演。「避難所で
最も必要なものは想像力」と、不測の事態が連続
で起きる状況下でも、相手の気持ちに寄り添って
考えることが人びとを助けることになると訴えま
した。講演後は、参加者が避難所運営者の模擬体
験するゲームもあり、改めて地域の防災について
考える機会となりました。

ＮＰＯ法人青少年サポートの会主催の「第３回森の見た夢
コンテスト」の表彰式が 10 月 6 日、安来節演芸館で行われ、
288 点の応募の中から選ばれた 36 点が表彰されました。
コンテストは、豊かな自然が残る安来で、自然を大切にす
る心・思いやる心をはぐくむため、縦６×横１８㌢に加工した
安来産の間伐材をキャンパスに、森の見た夢をテーマに描く
もの。
幼児の部で最優秀賞を受賞した千石優くん（島田
町・４歳）は、大好きな新幹線を描き「森の中で新幹線
が速く走るとこを書いた」と楽しそうに話しました。
○最優秀賞 小学生の部…田辺伊吹くん（広瀬町）

大人の部…矢田真知子さん（門生町）
※作品は 12 月 20 日まで市民体育館に展示されます。

（
上
）
賞
状
を
受
け
取

る
千
石
く
ん
。

（
左
）
最
優
秀
賞
の
「
ぼ

く
と
で
ん
し
ゃ
」

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと
地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。
皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

人間力発見講座第３回を、１１月１７日㈰、はくた

文化学習館で行います。

・問い合わせ…人権施策推進課 ℡２３‐３０９５

２１



男子プロバスケットボール（ｂｊリーグ）の
島根スサノオマジックの選手が、市内の小学校
６校を訪れ、子どもたちと触れ合う夢事業が９
月 10 日・11 日に開催されました。
市が主催するこの事業は、小学生にスポーツ
を通して夢を持つことの大切さを実感してもら
おうと昨年に引き続き開催したもの。このうち
波多野選手、藪内選手が訪れた南小学校では、
選手とともにミニゲームなどを行い、プロ選手
が巧みなドリブルや華麗なパスワークなどを披
露する度に、大きな歓声があがりました。子ど
もたちにとって一流の技術を肌で感じ、スポー
ツの楽しさを体感した一日となりました。

市民の芸術・文化活動の成果を発表する機会を
設け、文化の振興を図ることを目的に、「第９回
総合文化祭」の展示部門が、９月 27 日から 30 日
まで安来中央交流センターで行われ、華道・写
真・水墨画・日本画などの９部門で、市民らの力
作約４００点が展示されました。
会場には、初日から多くの来場者が詰め掛け、
お気に入りの作品を見つけると、細部の筆致や色
彩、造形などを熱心に観賞するなど、一堂に会し
た市民の芸術作品を心ゆくまで楽しむ姿が見られ
ました。

築 100 年の趣がある、やすぎ懐古館一風亭で９
あか

月 21 日、灯りイベント「仲秋の名月」が開催され、
400 人を超える来場者が秋の夜長を楽しみました。
当日は、館内の和室や中庭を、あんどんや陶芸、
組子などを用いてほのかに照らしたほか、一風亭
前の商店通りには手づくりあんどんが並べられ、
幻想的な空間を演出。仲秋の名月にちなんで、来
場者に芋煮が無料で振る舞われたほか、中庭では、
みささ弦楽プロジェクトによるビオラとコントラ
バスの生演奏があり、来場者は心和む弦楽の響き
に耳を傾けていました。

※１１月の安来市総合文化祭の開催日程は３０ページ
に記載しております。
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新新着着図図書書紹紹介介

高く遠い夢ふたたび 三浦雄一郎
松本零士創作ノート 松本零士
風に吹かれて 鈴木敏夫
死神の浮力 伊坂幸太郎
唐人さんがやって来る

植松三十里
政と源 三浦しをん
かげゑ歌麿 高橋克彦
原風景のなかへ 安野光雅
〈お子さんのほん〉
毎日新聞社記事づくりの現場

深光富士男
ねむの花がさいたよ

にしがきようこ
おさきにどうぞ 森山 京
わらうきいろオニ 梨屋アリエ

東海道五十三次殺人事件
風野真知雄

古事記と小泉八雲
高橋一清・池田雅之/編著

出雲大社 平成の大遷宮
山陰中央新報社

色の本棚 視覚デザイン研究所
子どもの本１００問１００答
大阪国際児童文学振興財団

〈お子さんのほん〉
ティラノサウルス大図解

黒川みつひろ
やまのおふろやさん

とよたかずひこ
名画で遊ぶあそびじゅつ！
エリザバート・ド・ランビリー

軍師の境遇 松本清張
みんなのうた 重松 清
水族館の殺人 青崎有吾
恋歌 朝井まかて
捨ててこそ空也 梓澤 要
エストロゲン 甘糟りり子
姉川の四人 鈴木輝一郎
問題物件 大倉崇裕
祈りの幕が下りる時 東野圭吾
〈お子さんのほん〉
風立ちぬ 宮崎 駿
こぐまのくうちゃん

あまんきみこ
とべたよとべたよ

わかやましずこ
香川真司 本郷陽二
まるごとだいこん 八田尚子

筆を一切使わずに、指や爪、手の甲などを
用いて描く中国絵画の伝統技法「指画」の国

じゅ ほう

内第一人者、濱田珠鳳さん（米子市在住）の
作品展「龍を描く女 濱田珠鳳指画展」が安
来市加納美術館で 10 月３日から始まり、訪れ
た来館者を魅了しています。（作品展は 11 月
25 日まで）
公開初日のこの日は、集まった 40 人を前に
実演が披露され、ザクロやブドウをモチーフ
に、巧みな指さばきで描く姿に、会場からは

時折感嘆のため息が上がってい
ました。

①なかうみマラソンのため、臨時休館となります。②蔵書点検のため、臨時休館となります。

休館日…１１月２日㈯・１１月３日㈰ 休館期間…１１月２５日㈯～１１月２９日㈮

℡３７－００５０

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

安安来来市市立立図図書書館館 臨臨時時休休館館ののおお知知ららせせ

℡３２－４４５５℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ

２３



「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付

さ
れ
ま
す

●問
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
設
置
期
間
は
１１
月
１
日
〜
平
成

２６
年
３
月
１４
日
）
℡
０
５
７
０

‐

０
７
０‐

１
１
７
※
Ｉ
Ｐ
電
話

な
ど
か
ら
は
℡
０３‐

６
７
０
０‐

１
１
３
０

・
松
江
年
金
事
務
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

９
５
４
２

・
保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
６

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

し
た
全
額
が
、
所
得
税
や
市
県

民
税
の
申
告
に
お
い
て
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、
こ
の
証
明
書
も
し
く
は
領

収
証
書
の
添
付
が
必
要
で
す
の

で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
時
期

▽
平
成
２５
年
１
月

１
日
〜
９
月
３０
日
に
納
付
し
た

人
…
１１
月
上
旬
（
１０
月
分
以
降

は
納
付
見
込
額
が
表
記
さ
れ
ま

す
）

▽
１０
月
１
日
〜
１２
月
３１

日
に
今
年
初
め
て
納
付
し
た
人

…
平
成
２６
年
２
月
上
旬

そ
の
他

家
族
の
保
険
料
を
納

付
し
た
人
は
、
そ
の
納
付
額
を

社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

要
介
護
認
定
の
高
齢
者
に
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を

発
行
し
ま
す

●問
高
齢
者
安
心
課

℡
２３‐

３
２
２
３

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
６５
歳
以
上
の
人
で
、

障
が
い
の
程
度
が
一
定
基
準
を

満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
障

害
者
控
除
の
対
象
者
と
し
て
認

定
書
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
書
を
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
添
付
す
る
と
、

障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
で

な
く
て
も
、
本
人
ま
た
は
そ
の

扶
養
者
が
、
所
得
税
や
市
県
民

税
の
障
害
者
控
除
（
ま
た
は
特

別
障
害
者
控
除
）
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

認
定
基
準

▽
障
害
者
控
除
…
障
が
い
の
程

度
が
、
知
的
障
が
い
者（
軽
度
・

中
度
）・
身
体
障
が
い
者（
３
級

〜
６
級
）
と
同
程
度
。

▽
特
別
障
害
者
控
除
…
障
が
い

の
程
度
が
、知
的
障
が
い
者（
重

度
）・
身
体
障
が
い
者（
１
級
〜

２
級
）
と
同
程
度
、
寝
た
き
り

状
態
（
６
カ
月
程
度
以
上
臥
床

し
、
食
事
・
排
便
な
ど
の
日
常

生
活
に
支
障
の
あ
る
状
態
）

申
請
窓
口

高
齢
者
安
心
課（
広

瀬
●庁
）、市
民
課
④
窓
口（
安
来

●庁
）、
伯
太
●地
（
伯
太
●庁
）

※
申
請
書
は
、
申
請
窓
口
に
設

置
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。申
請
の
際
は
、

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

平
成
２５
年
分
年
末
調
整
に
つ
い

て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

●問
松
江
税
務
署

℡
０
８
５
２‐

２１‐

７
７
１
１

日
時
・
対
象

１１
月
１４
日
㈭

▽
安
来
地
域
の
法
人
（
１０
時
３０

分
〜
１２
時
）

▽
広
瀬
・
伯
太
地
域
の
法
人
、

市
内
の
個
人
（
１３
時
３０
分
〜
１５

時
）

場
所

安
来
市
民
会
館

安
来
市
の
都
市
計
画
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針
（
安
来
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
案
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

●問
都
市
計
画
課
℡
２３‐

３
２
４
２

日
時
・
場
所

▽
安
来
会
場
…
１１
月
６
日
㈬
１９

時
〜
２０
時
、
安
来
中
央
●交

▽
広
瀬
会
場
…
１１
月
５
日
㈫
１９

時
〜
２０
時
、
広
瀬
中
央
●交

▽
伯
太
会
場
…
１１
月
７
日
㈭
１９

時
〜
２０
時
、
伯
太
中
央
●交

●詳しくは、国税庁のホームページ（www.nta.go.jp）
をご覧ください。

個人の白色申告者のうち、前々年分あるいは前年
分の事業所得等の合計額が 300 万円を超える人に
必要とされていた、帳簿への記帳と書類の保存が、
平成 26 年１月から、事業（農業を含む）や不動産
貸付などを行うすべての人について、同様に必要と
なります。
※所得税の申告をする必要がない人も含まれます。

▲インターネット番組
（災害に遭ったときの
税の軽減）

１１月１１日～１７日は
「税を考える週間」です

●問松江税務署 ℡０８５２‐２１‐７７１１

平成２６年
１月から

記帳・帳簿等の保存制度の
対象者が拡大されます

国税庁ホームページの
インターネット番組「Web-
TAX-TV」では、税に関する
さまざまな情報や、国税
庁の取り組みを紹介する
番組を配信しています。

税務署からのお知らせ

行行

政政
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「
２
０
１
３
漁
業
セ
ン
サ
ス
」

を
１１
月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉

に
実
施
し
ま
す

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
７

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
水

産
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
農
林
水
産
省

が
５
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま

す
。調

査
の
対
象
は
、
漁
業
者
や

水
産
関
係
者
で
、
１０
月
下
旬
か

ら
統
計
調
査
員
が
調
査
票
へ
の

記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
（
調
査
員
は
調
査
員

証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
）

「
住
生
活
総
合
調
査
」
を
１２
月

１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す

●問
建
築
住
宅
課
℡
２３‐

３
２
３
３

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
の
意

識
や
意
向
を
把
握
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
国
土
交
通
省
が
５
年

ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
１０
月
に
実

施
し
て
い
る
「
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
」
の
対
象
世
帯
か
ら
抽

出
し
た
約
１
４
０
世
帯
で
、
１１

月
中
旬
か
ら
１２
月
中
旬
に
か
け

て
調
査
員
が
再
度
伺
い
ま
す
。

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
（
調
査
員
は
、
調
査

員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
）

平
成
２６
年
安
来
市
成
人
式
（
開

催
と
案
内
状
送
付
の
お
知
ら
せ
）

●問
地
域
振
興
課
℡
２３‐

３
０
７
１

日
時

平
成
２６
年
１
月
３
日
㈮

１２
時
開
会
（
受
付
１１
時
〜
）

場
所

安
来
市
民
体
育
館

該
当
者

平
成
５
年
４
月
２
日

〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
。

そ
の
他

▽
該
当
者
に
は
１０
月

下
旬
に
案
内
状
を
発
送
し
ま
す

▽
就
学
・
就
業
な
ど
に
よ
り
、

市
外
に
在
住
し
て
い
る
人
で
、

安
来
市
成
人
式
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
地
域
振
興
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は

救
急
用
の
医
療
機
器
を
装
備

し
、
救
急
医
療
専
門
の
医
師
や

看
護
師
が
搭
乗
す
る
専
用
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
す
。
消
防
機
関

の
要
請
で
救
急
現
場
へ
駆
け
付

け
、
直
ち
に
治
療
を
開
始
し
、

高
度
な
医
療
機
関
へ
患
者
を
搬

送
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

※
島
根
県
で
は
、
県
立
中
央
病

院
（
出
雲
市
）
に
常
駐
し
て
い

ま
す
。
（
運
航
は
８
時
３０
分
〜

夕
方
。
悪
天
候
な
ど
に
よ
り
運

航
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
出
動
要
請
は
、
消
防
機
関

が
、
重
症
の
傷
病
者
で
医
師
に

よ
る
早
期
治
療
が
必
要
と
判
断

し
た
場
合
に
限
り
行
い
ま
す
。

●
離
着
陸
時
の
お
願
い

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
市
内
１８

カ
所
の
臨
時
離
着
陸
場
で
離
着

陸
し
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

離
着
陸
す
る
際
は
、
周
辺
の
皆

さ
ん
に
は
、
砂
ぼ
こ
り
や
騒
音

な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、救
命
活
動
へ
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
離
着
陸
時
は
、
周
辺
の
安
全

管
理
の
た
め
消
防
車
・
救
急
車

が
離
着
陸
場
に
向
か
い
ま
す
。

※
現
地
で
は
消
防
機
関
な
ど
の

指
示
に
従
い
、
機
体
に
は
絶
対

に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
砂
ぼ
こ
り
対
策
と
し
て
、
離

着
陸
場
を
消
防
車
で
散
水
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

①寝たばこは、絶対にしない。
②ストーブは、燃えやすいもの
から離れた位置で使用する。
③ガスこんろなどのそばを離れ
るときは、必ず火を消す。

３
つ
の
習
慣

①逃げ遅れないために、住宅用火災警報
器を設置する。
②寝具、衣類およびカーテンからの火災
を防ぐために、防炎品を使用する。
③火災を小さいうちに消すために、住宅
用消火器などを設置する。
④お年寄りや身体の不自由な人を守るた
めに、となり近所の協力体制をつくる。

４
つ
の
対
策

ドド
クク
タタ
ーー
ヘヘ
リ
離
着
陸
時
の

ご
理
解
ご
協
力
を

●問
消
防
本
部
警
防
課

℡
２２‐

０
１
１
９

救救命命率率向向上上
後後遺遺症症軽軽減減
を目指します

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

統一標語……消すまでは 心の警報 ＯＮのまま

秋秋季季全全国国火火災災予予防防運運動動

火災の発生しやすい時期です。火気
の取り扱いには十分注意しましょう。
※期間中は、毎日２１時にサイレンを鳴
らします。お休み前に今一度火の元
を点検しましょう。

●問消防本部予防課 ℡２２‐０１１９

住宅防火、命を守るポイント

▽安来地域…福井工業団地
（安来製作所）、安来球場、
安来運動公園、西部球場、
島田小学校校庭、安来高
校校庭、情報科学高校校
庭

▽広瀬地域…広瀬中央公園、
飯梨川右岸河川敷（富田
橋付近）、山佐ダム、山
佐小学校新庭、比田小学
校校庭、旧奥田原小学校
校庭、広瀬中学校校庭、
旧布部中学校校庭

▽伯太地域…安田小学校校
庭、伯太中学校校庭、伯

太山村広場

市内の臨時離着陸場

月 日㈯

日㈮
１１９
～１５

２５



労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か
（
事
業
主
の
皆
さ

ん
へ
）

●問
島
根
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

室
℡
０
８
５
２‐

２０‐

７
０
１
０

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の

で
す
。
事
業
主
は
、
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、

労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

労
災
保
険

労
働
者
が
業
務
中

や
通
勤
途
中
に
事
故
に
あ
っ
た

場
合
に
、
必
要
な
保
険
給
付
を

行
い
、
被
災
さ
れ
た
人
や
遺
族

の
生
活
を
保
護
し
、
あ
わ
せ
て

社
会
復
帰
を
促
進
す
る
事
業
を

行
う
た
め
の
保
険
制
度
。

雇
用
保
険

労
働
者
が
失
業
し

た
場
合
に
、
失
業
手
当
を
給
付

し
た
り
、
再
就
職
を
促
進
す
る

事
業
を
行
っ
た
り
す
る
た
め
の

保
険
制
度
。
事
業
主
に
は
、
失

業
の
予
防
、
雇
用
機
会
の
増

大
、
雇
用
の
安
定
な
ど
に
係
る

各
種
助
成
金
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
他

▽
事
業
主
が
労
働
保

険
の
加
入
に
必
要
な
手
続
き
を

行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
し
ま
ね
版
特
区
」の
申
請
受
付

●申
●問
島
根
県
し
ま
ね
暮
ら
し
推

進
課
℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
０
６
５

地
域
の
活
性
化
の
た
め
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
事
業
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
規
制
に
よ
り
実
施

が
困
難
な
と
き
に
、
規
制
の
特

例
措
置
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
実
現
を
図
る
制
度
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
住
民
グ
ル
ー
プ
、

民
間
企
業
な
ど
、
ど
な
た
で
も

申
請
で
き
ま
す
。
（
受
付
期
間

に
関
わ
ら
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
）

受
付
期
間

１０
月
３１
日
㈭
ま
で

土
地
取
引
の
届
出
制
度

●問
島
根
県
用
地
対
策
課

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
０
７
７

都
市
計
画
課
℡
２３‐

３
２
４
３

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
（

売
買
、
交
換
な
ど
）
を
し
た
場

合
は
、
契
約
締
結
日
を
含
む
２

週
間
以
内
に
、
取
り
引
き
し
た

土
地
が
所
在
す
る
市
役
所
・
町

村
役
場
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

▽
市
街
化
区
域
内
の
土
地

（
ａ
）
…
２
千
平
方
㍍
以
上
。

▽
ａ
を
除
く
都
市
計
画
区
域
内

の
土
地
…
５
千
平
方
㍍
以
上
。

▽
都
市
計
画
区
域
以
外
の
土
地

…
１
万
平
方
㍍
以
上
。

迷
い
イ
ヌ
に
つ
い
て

●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
０
９
８

・
松
江
保
健
所
衛
生
指
導
課

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
７

・
安
来
警
察
署
℡
２２‐

０
１
１
０

迷
い
イ
ヌ
の
事
例
が
市
内
で

多
発
し
て
い
ま
す
。

飼
い
イ
ヌ
が
い
な
く
な
っ
た

と
き
は
、
周
辺
を
捜
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
速
や
か
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
飼
い
主
が
誰
か
分
か

る
よ
う
、
イ
ヌ
に
は
登
録
鑑
札

と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
取

り
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

裁 判 員
制 度

１１月中旬に
名簿記載通知を発送します

裁判員候補者名簿に登録された人には、名簿記載
通知のほか、調査票をお送りします。
この調査票は、裁判員候補者の人に、裁判員にな
ることができない職業に就いているかどうかや、1
年を通じて辞退できる事由がある場合の辞退希望の
有無・理由などを伺い、裁判員に選ばれることのな
い人が、わざわざ裁判所にお越しいただくことのな
いようにするものです。
※この調査票で辞退を申し出なかった場合でも、実
際の事件の裁判員候補者に選ばれた際にお送りする
質問票で辞退を申し出ていただくことや、または裁
判の当日（選任手続時）に辞退を申し出ていただく
ことも可能です。

裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙管理委員会
が選挙人名簿から抽選により無作為抽出した名簿を
基に、全国の地方裁判所で作成されます。

平成 26 年の裁判員候補者名簿に登載された人に
は、本年 11 月中旬に名簿に登録されたことの通知
（名簿記載通知）をお送りします。
この通知は、裁判員に選ばれる可能性があること
を事前にお伝えし、あらかじめ心づもりをしていた
だくものです。来年２月ごろから平成 27 年２月ご
ろまでの間に裁判所にお越しいただき、※この段階
では、まだ具体的な事件の裁判員候補者に選ばれた
わけではありません。実際に裁判所にお越しいただ
く可能性があるのは、来年２月ごろから平成 27 年
２月ごろまでの間となります。

■裁判員候補者名簿ができるまで

■裁判員候補者名簿記載通知について

■調査票について

●問松江地方裁判所
℡０８５２‐２３‐１７０１

「イヌのしつけ方
教室」のお知らせ
を 29ページに掲
載しています。

２６



乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。
ま

た
、
い
ず
れ
の
健
診
も
母
子
健

康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１１
月
１４
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

ア
ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１１
月
１４
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１１
月
２８
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２４
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

ア
ン
ケ
ー
ト
、
仕
上

げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

１１
月
２８
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２２
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

ア
ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ

ラ
シ
、
当
日
朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

１１
月
２０
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

幼
児
期
の
お
や
つ
教
室

（
託
児
あ
り
・
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

１１
月
２６
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

申
込
期
限

１１
月
２２
日
㈮

そ
の
他

人
数
制
限
あ
り
。

公
用
車
を
公
売
し
ま
す

●申
●問
管
財
課

℡
２３‐

３
０
３
３

市
で
は
、
次
の
車
両
を
一
般

競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

公
売
車
両

三
菱
ふ
そ
う
キ
ャ

ン
タ
ー
ダ
ン
プ
（
▽
年
式
…
平

成
４
年
式

▽
走
行
距
離
…
約

１５
万
４
千
㌔

▽
車
検
…
平
成

２６
年
５
月
２０
日
ま
で
）

入
札
参
加
者

市
内
に
住
所
を

有
す
る
個
人
ま
た
は
法
人
。

募
集
期
間

１０
月
１８
日
㈮
〜
１１

月
１９
日
㈫

入
札
日

１１
月
２５
日
㈪角２

縦 24×横 33.2 ㎝
６万枚

封筒の裏面
８枠

縦 5.5×横 10 ㎝
３万 6,000 円

長３
縦 12×横 23.5 ㎝

９万枚

３枠
縦 5.5×横 10 ㎝
７万 2,000 円

封筒の種類
規 格
作 成 枚 数
広 告 の 位 置
広 告 の 枠 数
１枠当たりの
広告枠・掲載料

箱バンタイプ
２台

左右スライドドア
両側面
各面縦 50×
横 70 ㎝以内

２万 1,000 円

特殊フィルムによる張り付け
（広告主が用意）
広告掲載日から１年間

乗用タイプ
５台

前左右ドア両側面

各面縦 40×
横 70 ㎝以内

１万 6,800 円

車の種類
台 数

掲 載 の 位 置

広 告 枠

１台当たりの
掲 載 料

掲 載 方 法

掲 載 期 間

保保

健健

▲公売車両

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

安来市の共通封筒・公用車への広告募集

市内に事業所などを有する民間事業者
※広告代理店も可。
１０月１８日㈮～１１月１９日㈫（必着）
申込書に必要事項を記入および必要書類を
添付の上、提出してください。（郵送可）
※１枠（公用車は１台）から受け付けます。
市が定める要綱などに基づき審査・決定し
ます。
次の①②のとおり

市が使用する共通封筒および公用車に広告を掲載す
る事業者を募集します。

●申●問管財課（車両） ℡２３‐３０３３

●申●問管財課 ℡２３‐３０３０①共通封筒

②公用車

対 象

募集期間

応募方法

決定方法

公告概要

２７



小
児
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

ワ
ク
チ
ン
が
切
り
替
わ
り
ま
す

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

１１
月
１
日
か
ら
、
小
児
の
肺

炎
球
菌
感
染
症
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。

（
ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
る
肺
炎

球
菌
の
成
分
が
、
７
種
類
か
ら

１３
種
類
に
増
え
、
よ
り
多
く
の

肺
炎
球
菌
の
種
類
に
対
す
る
予

防
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
）

接
種
方
法
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。

（
接
種
の
途
中
で
あ
っ
て
も
、

１１
月
か
ら
は
新
し
い
ワ
ク
チ
ン

で
の
接
種
と
な
り
ま
す
）

注
意
点

▽
小
児
の
肺
炎
球
菌

感
染
症
は
、
乳
幼
児
期
に
重
症

化
す
る
こ
と
が
多
く
、
早
め
に

免
疫
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
の
た
め
、
新
し
い
ワ
ク

チ
ン
の
導
入
を
待
っ
て
接
種
を

遅
ら
せ
る
こ
と
は
原
則
お
勧
め

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
平
成
２４

年
５
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
３
回
の
接
種
（
初
回
接

種
）
を
終
了
し
た
人
は
、
新
し

い
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
を
待
つ
こ

と
も
可
能
で
す
。

▽
す
で
に
必
要
回
数
の
接
種
が

終
了
し
て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
公
費

に
よ
る
接
種
は
あ
り
ま
せ
ん
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

１１
月
１９
日
㈫
▽
５
〜
６

カ
月
児
…
９
時
４５
分
〜
１０
時

▽
９
〜
１１
カ
月
児
…
１３
時
３０
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

１１
月
１５
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

１１
月
１０
日
㈰
９

時
１５
分
〜
９
時
３０
分
（
受
付
時

間
）
、
広
瀬
●健

対
象

妊
娠
６
カ
月
以
降
の
妊

婦
と
夫
。

内
容

出
産
に
向
け
て
、
産
後

の
生
活
な
ど
の
お
話
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
ヨ
ガ
。

申
込
期
限

１１
月
８
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
タ

オ
ル
１
枚
。
（
運
動
の
で
き
る

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

１１月は児童虐待防止推進月間です
みみんんななでで守守ろろうう 子子どどももたたちち

「虐待かも？」と思われる子どもを見か
けたときは、迷わず以下の相談窓口にご相
談ください。虐待かどうかの調査は相談機
関が行います。（相談者が特定されるよう
な情報は決して漏らしません）
※以下の相談窓口では、子育てに関するお
悩みなどについても相談に応じています。

①身体的虐待…なぐる・ける・
戸外に締め出す・タバコ
の火を押し付けるなど

②性的虐待…性的行為・ポル
ノグラフィー被写体の強要など

③心理的虐待…脅迫や無視、きょうだい
間の差別的扱いなど

④ネグレクト…不潔なまま、必要な医療
受診を怠る、家や車の中に放置する
など

児童虐待とは（次の４種類があります）

予防・早期発見にご協力ください

相談・●問子ども未来課
（児童家庭相談窓口）
℡２３‐３２２２

（ ）
（直接予約の上、接種してください）

季節性インフルエンザ予防接種（高齢者対象）

日立記念病院、安来第一病院、吉岡病院、渡部医院、
野坂医院、吉田医院、森脇医院、麦谷内科クリニック、
金藤内科小児科医院、白根整形外科医院、杉原医院、
杉原医院大塚分院、杉原クリニック、おがわ耳鼻咽喉科、
朝山医院、河村医院、安来市立病院、安来市医師会病院、
村上医院、村上医院安田出張所、常松医院井尻分院、
常松医院赤屋分院、加藤医院、千原医院

生活保護世帯・住民税非課税世帯の人は無料です。
１１月１日から免除申請受付を行いますので、本人確認の
できるもの（健康保険証、運転免許証など）と印鑑をお
持ちの上、市民課④窓口（安来●庁）、伯太●地（伯太●庁）、
いきいき健康課（広瀬●健）で手続きしてください。

１，５００円
（医療機関の窓口でお支払いください）

高齢者がインフルエンザにかかると、気管支炎や肺
炎を合併し、重症化しやすくなるのが特徴です。流行
が始まる前に、ぜひ、予防接種を受けましょう。

１１月１日～平成２６年１月３１日の間に１回。

※接種は任意で、本人の意思確認が必要です。

・接種日当日に 65 歳以上の人
・60 歳以上 65 歳未満で、心臓、
じん臓、呼吸器に重い病気のある人

●問いきいき健康課 ℡２３‐３２２０

接種できる医療機関

接種期間・回数

自己負担額

対象者
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
子
ど
も
の
見
方
が
変
わ
る
子

育
て
講
演
会
」
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

「
子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞

か
な
く
て
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」

「
育
て
方
、
し
つ
け
が
間
違
っ

て
い
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
悩

み
や
心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
子
育
て
中
の
保
護
者
に
向

け
た
講
演
会
で
す
。

日
時
・
場
所

１１
月
１８
日
㈪
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

そ
の
他

託
児
あ
り（
要
申
込
）

相
談
会
「
幼
児
期
に
お
け
る
食

事
こ
れ
で
い
い
の
か
な
？
」

（
託
児
あ
り
・
要
申
込
）

●申
●問
つ
ど
い
の
広
場

℡
２３‐

７
０
５
０

離
乳
食
の
完
了
を
迎
え
た
お

子
さ
ん
の
食
事
に
つ
い
て
、
新

た
に
出
て
き
た
お
悩
み
な
ど
を

栄
養
士
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ

う
。

日
時
・
場
所

１１
月
８
日
㈮
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
つ
ど
い
の
広

場
（
親
子
●交
内
）

対
象

離
乳
食
完
了
時
期
の
お

子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
。

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

１１
月
１１
日
㈪
・
１８
日
㈪

１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

１
回
３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
ワ
ー
ド
初
級
夜
間
コ
ー
ス

日
時

１１
月
２２
日
㈮
〜
１２
月
１０

日
㈫
の
火
・
金
曜
日（
６
日
間
）

１７
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人（
５

人
以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

②
デ
ジ
カ
メ
入
門
講
座

お
気
に
入
り
の
写
真
を
パ
ソ

コ
ン
に
取
り
込
み
、
は
が
き
や

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
作
成
。

日
時

１１
月
２１
日
㈭
・
２２
日
㈮
・

２８
日
㈭
・
２９
日
㈮
（
４
日
間
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
１
０
０
０
円
・
そ
の
他

消
耗
品
代
な
ど
が
別
途
必
要
）。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
お
よ

び
マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
人
が

対
象

▽
定
員
１５
人
（
５
人
以

上
で
開
講
）
▽
要
申
込

▽
パ

ソ
コ
ン
の
持
込
不
要

▽
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
は
各
自
持
ち
込
み
。

イ
ヌ
の
し
つ
け
方
教
室

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
０
９
８

飼
い
イ
ヌ
の
し
つ
け
方
を
学

び
た
い
、
こ
れ
か
ら
イ
ヌ
を
飼

い
た
い
な
ど
と
お
考
え
の
人

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

１１
月
４
日
㈪
㈷
９
時
３０

分
〜
１１
時
３０
分

内
容
・
場
所

▽
講
義
（
イ
ヌ

の
病
気
お
よ
び
手
入
れ
等
に
つ

い
て
）
…
安
来
中
央
●交
（
イ
ヌ

同
伴
の
入
室
は
で
き
ま
せ
ん
）

▽
実
習（
イ
ヌ
の
基
本
的
訓
練
、

し
つ
け
方
の
講
義
・
実
習
）
…

安
来
●庁
横
の
市
民
広
場
。

※
実
習
は
、
希
望
者
の
み
。
お

申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
（
希
望
者
が
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
イ
ヌ
の
対
象
年
齢

は
１
〜
２
歳
位
（
１
人
に
つ
き

１
頭
と
し
ま
す
）
。

申
込
期
限

１１
月
１
日
㈮

定
員

２０
人
（
先
着
順
）

そ
の
他

▽
当
日
の
イ
ヌ
の
管

理
や
事
故
は
、
飼
い
主
の
責
任

に
お
い
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い

▽
講
義
中
は
イ
ヌ
を
保
管
す
る

施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
連
れ

の
人
が
外
で
連
れ
添
い
待
機
し

て
く
だ
さ
い
。

教教
室室
・・
講講
座座

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

電話・FAXなどによりお申し込みください。
※申込用紙は、建築住宅課（広瀬●庁）、総合案内
（安来●庁）、伯太●地（伯太●庁）に設置。当日参加可。

①基調講演「地震防災、減災、住宅に関する耐震
対策について」（講師は、島根大学大学院総合
理工学研究科教授・丸田誠氏）

②耐震関連の情報提供。

住宅に関する耐震対策講座（無料・要申込）

●申●問建築住宅課 ℡２３‐３２３３
２３‐３２８２

１０月３１日㈭１８時３０分～２０時
安来中央●交

地震への備えや減災への思いを新たに
していただくため、耐震対策に関する講
演や情報提供などを内容とした講座を開
催します。（島根県主催・安来市共催）

FAX

日 時

場 所

内 容

申込方法
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し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

（
無
料
・
要
予
約
）

●申
●問
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
０
８
５
２‐

３３‐
７
７
１
０

日
時
・
場
所

１１
月
１４
日
㈭
１１

時
〜
１６
時
、
安
来
中
央
●交

対
象

お
お
む
ね
１５
〜
４０
歳
の

人
ま
た
は
、
家
族
・
保
護
者
。

内
容

就
労
、
社
会
と
関
わ
り

に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
。

申
込
期
限

１１
月
１２
日
㈫

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時
・
場
所

▽
１１
月
７
日
㈭

・
１５
日
㈮
・
２８
日
㈭
１３
時
３０
分

〜
１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

▽
１１
月
２１
日
㈭
１３
時
３０
分
〜
１５

時
３０
分
、
安
来
中
央
●交

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
と
問
い
合
わ
せ
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
安
来
会
場
…
９

時
〜
１６
時
、
広
瀬
会
場
…
１３
時

〜
１６
時
、
伯
太
会
場
…
１０
時
〜

１５
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡

２３‐

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時
、
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
…
９
時
〜
１２
時
、
伯
太
会

場
…
１０
時
〜
１５
時

▽
市
民
相

談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１７
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

加
納
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

●申
●問
安
来
市
加
納
美
術
館

℡
３６‐

０
８
８
０

●●
人
間
国
宝
の
名
碗
に
ふ
れ
る

茶
会作

法
に
こ
だ
わ
ら
な
い
で
お

茶
を
愉
し
ん
で
い
た
だ
き
、
お

茶
碗
の
造
形
・
表
情
・
重
さ
・

高
台
な
ど
、
手
に
と
っ
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

日
時

１１
月
１０
日
㈰
１０
時
〜
・

１３
時
〜
（
美
術
館
見
学
後
、
茶

室
「
如
水
庵
」
に
て
呈
茶
）

場
所

加
納
美
術
館

料
金

２
０
０
０
円
（
美
術
館

入
館
料
を
含
む
）
。

申
込
期
限

１１
月
５
日
㈫

●●
展
示
案
内
「
龍
を
描
く
女

じ
ゅ
ほ
う

濱
田
珠
鳳
指
画
展
」

筆
を
一
切
使
わ
ず
、
指
・
手

の
甲
・
爪
な
ど
で
描
く
伝
統
技

法
「
指
画
」
を
修
得
さ
れ
た
濱

田
珠
鳳
氏
（
米
子
市
在
住
）
の

作
品
展
で
す
。

会
期
・
場
所

１１
月
２５
日
㈪
ま

で
（
開
催
中
）
、
加
納
美
術
館

●●
濱
田
珠
鳳
指
画
展
関
連
イ
ベ

ン
ト
〜
講
演
と
指
画
実
演
〜

日
時

１１
月
２
日
㈯
１３
時
〜

場
所

布
部
●交（
美
術
館
隣
り
）

講
師

濱
田
珠
鳳
氏
。

そ
の
他

Ｊ
Ｒ
安
来
駅
よ
り
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
。

（
路
線
上
の
バ
ス
停
で
あ
れ
ば

ど
こ
で
も
乗
降
車
可
能
で
す
。

事
前
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
）

気気軽軽にに参参加加、、楽楽ししくく交交流流 安安来来市市総総合合文文化化祭祭

短歌大会と川柳大
会は、当日参加が
できます。（参加
料が必要です。）

相相

談談

１１月１０日㈰１３時３０分～

●問安来市総合文化祭実行委員会
（和鋼博物館内）℡２３‐２５００

１１月２日㈯１０時～

１１月２日㈯１３時～

１１月１１日㈪１０時～

１１月４日㈪
１３時～

浜浜田田 庄庄司司

松松井井 康康成成

伯太中央●交

安来中央●交

安来中央●交

安来市民会館

安来市民会館

日時
場所

日時
場所

日時
場所

日時

場所

日時
場所

みんなで唄う安来節

（

（
（
（

（

俳句当季雑詠

市民音楽祭

短歌大会

川柳大会

イイ
ベベ
ンン
トト

第９回安来市農林業祭

市内で収穫した農林畜産物や加
工品を販売するほか、どじょう汁
などの無料配布サービス、子ども
の花植え教室などの各種体験コー
ナー、お楽しみ大抽選会など、お
楽しみ満載です。

●問農林振興課℡２３‐３３３０

１１月２４日㈰９時～１５時

安安心心
安安全全
安安来来産産

伯太●庁
日時

場所

テ
ー
マ

３０



第
６２
回
安
来
市
駅
伝
競
争
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

●申
安
来
市
体
育
協
会
（
安
来
市

民
体
育
館
内
）
℡
２３‐

１
９
２
３

●問
安
来
市
陸
上
競
技
協
会
・

川
上
℡
０
９
０‐

７
５
４
７‐

９
１
４
９

日
時

１２
月
１
日
㈰
受
付
８
時

〜コ
ー
ス

山
佐
●交
前
ス
タ
ー
ト

〜
広
瀬
中
央
●交
前
ゴ
ー
ル
（
６

区
間
１３
・
８
キ
ロ
）

参
加
費

一
般
の
部
２
５
０
０

円
、中
学
校
の
部
１
０
０
０
円
。

申
込
期
限

１１
月
７
日
㈭

赤
屋
地
区
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

●申
赤
屋
●交
℡
３８‐

０
１
４
５

３８‐

９
０
１
１

●問
赤
屋
体
協
事
務
局
・
川
上

℡
０
９
０‐

７
５
４
７‐

９
１
４
９

日
時
・
場
所

１１
月
２４
日
㈰
受

付
９
時
〜
、
赤
屋
●交

コ
ー
ス

７
㌔
コ
ー
ス
、
５
㌔

コ
ー
ス
（
い
ず
れ
も
赤
屋
●交
発

着
。十
年
畑
方
面
へ
歩
き
ま
す
）

参
加
料

無
料
。

申
込
期
限

１１
月
１５
日
㈮
（
大

会
当
日
も
受
付
し
ま
す
）

れ
い
め
い

企
画
展
「
山
陰
の
黎
明
」
〜
縄

文
の
ム
ラ
と
暮
ら
し
〜

●問
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博

物
館
（
出
雲
市
大
社
町
）

℡
０
８
５
３‐

５３‐

８
６
０
０

山
陰
地
方
の
縄
文
時
代
当
時

の
人
び
と
が
、
ど
の
よ
う
な
生

活
を
送
り
、
ど
の
よ
う
な
社
会

に
生
き
た
の
か
、
そ
の
実
像
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

会
期

１２
月
１
日
㈰
ま
で
（
１１

月
２６
日
は
休
館
日
）
９
時
〜
１８

時
（
１２
月
〜
平
成
２６
年
２
月
は

１７
時
ま
で
）

場
所

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

展
示
品

約
９０
件（
国
宝
１
件
、

重
要
文
化
財
３
件
、
県
指
定
３

件
を
含
む
）

そ
の
他

観
覧
料
が
必
要
で
す
。

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
in
し

ま
ね
２
０
１
３

●問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

℡
０
８
５
２‐

２１‐

０
０
１
５

日
時
・
場
所

１１
月
１６
日
㈯
１４

時
〜
１６
時
、
島
根
県
民
会
館

演
奏

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊

ほ
か
。

そ
の
他

入
場
無
料
で
す
が
整

理
券
が
必
要
で
す
。
（
整
理
券

は
、
プ
ラ
ー
ナ
内
で
じ
た
る
工

房
い
ち
か
わ
、島
根
県
民
会
館
、

松
江
テ
ル
サ
な
ど
に
設
置
）

広
瀬
温
泉
「
憩
い
の
家
」
営
業

時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

●問
富
田
山
荘
℡
３２‐

２
２
７
１

広
瀬
温
泉
月
山
の
湯
憩
い
の

家
の
営
業
時
間
を
１０
月
１５
日
か

ら
変
更
し
、
１３
時
〜
２０
時
（
変

更
前
は
１０
時
〜
２０
時
）
と
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
富
田
山
荘
は
、
１０
時

か
ら
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
時
間
帯
は
ぜ
ひ
、
同
山
荘

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

広
報
紙
の
訂
正
に
つ
い
て

先
月
号
の
広
報
紙
（
１０
月

号
）
３
ぺ
ー
ジ
の
掲
載
内
容
に

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
個
所
は
次
の
と
お
り
で

す
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
個
所

ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
の
結
果
欄
で
「
全

体
」
お
よ
び
「
男
子
高
校
生
以

上
の
部
」の
１
位
の
氏
名
。

▽
誤
…
高
島
大
輝
さ
ん
。

▽
正
…
高
島
大
揮
さ
ん
。

そそ
のの
他他

FAX

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

イベント情報
QRコード

一般1200円、夫婦2200円、小中高生500円。
セットプラン（足立美術館入館券付）2800 円。
※参加料には、弁当、安来節演芸館入
館券、抽選会参加券が含まれます。

戦国大名尼子氏の居城・月山富田城跡や広瀬藩の
城下町として栄えた街並みを訪ねます。雨天決行。

安来・月山戦国ロマンウオーク実行委員会
（安来市、安来市観光協会、新日本海新聞社）

第２回安来・月山戦国ロマンウオーク

●申●問新日本海新聞社西部本社事業課
℡０８５９‐３４‐８８１３

１１月１６日㈯（開会式９時～）
安来節演芸館（発着）約 10 ㌔。
１１月８日㈮
４００人（先着順）

入場無料。申込不要。
吉川史料館学芸員・原田史子氏。

１１月４日（月・祝）１４時～１６時
和鋼博物館映像ホール
吉川広家について

関ヶ原の戦いで東軍の
勝利に大きく貢献し、月山富田城の城
主も務めた武将・吉川広家について、
安来市との関わりなどを紹介しながら、
人物像に迫ります。

第３回安来市歴史文化講座

●問文化課 ℡２３‐３３１５

日 時

コ ー ス

申込期限

定 員

参 加 料

主 催

その他

演題

講師

日時

場所

３１






